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国障口~タ リー算 ?御 北区 東京多康列 ― ンロータリークラブ

クラノ会長テーマ

日―タリーの第 21蜂 己の第 句草 を書 こう r

2005‐10-11  第 7 才 7回 例会  N0  16‐ 14 2005‐ 10-19新

!θ只 5日第 5回理事会にて決議 された件報告 します

_干 郭予慶会員出席え除申讃を示記

②2006-2007年 夏役員理事侯棟者指名委員の指

名について オ(日  誠 海野 央 一 ■ チ 評、鮪

串 B 刀噸 ‐郎 大松 誠二 菊地  敏

剛司 俊 ニ メし付 手 彦 以 上 9名 (抽

⑤創立 15月年事美クラフ鴛 日合の処出について示記

④ロタキツトクラフ委員会常設とそれに伴う細則の改定

親

以上 ニコニコ積立全 の処出 と細型政 え を伴 いますので

lθ月 19日 休 )会 員役会 を行 うも

◎鞠 告 需 衛 韓

①11月郷 日 (メ0東 京国際カントリークラブにおいて

3クラブ剣司チャリテーコ レフを聞償しますd翔 拘レ

―ル 李 加申し込み書を木 Em3配布しておりますので多

数の会加あ糠いします。

②木日配布しさした 「カベナー月信 lθ月号〕にあいて

先日の 増」± lj風年記全式知 の内容が言己まされてしヽ

ますのであ読みくをさい。

1委員会報倒

◎出席報告        出 席委員会 口 島兵占其

会員役数    42名

出席義務者数  4T名 (出席免除者2名 )

出床者数    3T名

欠療者数     70名 (事前 γυ3名 )

出凍キ   82 93%

練填Mυ f絵垣  嗜  9/29 効 套東C野球大会

高木 説  9/29 効 芸東G寒

局野 範 成 9/29 多 摩東G野球大会

9/28 最 終訂工出希率 80 49%

◎ニコニコBOX   規 建活動委員会 足 立潤三郎

Jけオ 手 彦 抱 ガベす一連日公式訪面ご吉力様です。

木日!判室しくあ穏いします。

篠埼 ― 雅 和 ||ガベす―ようこそいらつしゃいまし/・。

福かか す一椋佐 中 野地唖 1貯事 二 点

クルーラ帯事の昏様 本国の3ク ラフ創司

例会 とうで三 しくか糠いします。

宮村   宏  ガ ベナー訪周あ友れ様です。

伊森 英 也 刊 |レベす―公式調 苛を祝 して

永尾 木雅 抱 |レベす―公式訪府を祝 して

回部 牟歌 抱 ガベす一公式調 苛を記全 して

大 松 計
~ gク

ラフ 御郭 暗 わめでとう。

,断 章員

■オ 弘 範 ガ ベナー公式調 笥を祝 して

オ奪身当呆子 3RC合 月例会を祝 して

加盛喜二郎 3RC合 月例会を祝 して

材上  久  ″ ペナーをあ迎えして

|  カ ベす―公式訪日 3R C合 月例会   |

◎司会

◎駐

SAA委 員会 官 材  宏

多摩 RC(17備 )会 長 康井 注蔭

郡勢えRC(1572) =導 受 抑  名録全

多摩 CRC a 7 )  会 長 J胡 手彦

葬 i君う約

□―夕リーソング 『率仕の鞠

ソングリーター 菊 池  故

四つのテス トBBIB          古 沢 キ 東

◎お客様紹介

力 すヽ―

ガベナー補佐

〕じE王目1算令ヨ事

勿 レーフ幹事

り卓沐碓 RC

″

″

◎魏 告

をヽ長を Jtホす 」告夕夢

弁U伊 三夫 様

福非     術  様

中野 陽 ― 様

=済
床正 様

刈山さよの 様

安蘇  篤  1表

非 □  武 雄  様

考き長と Jじホす ど宮,多

翔
宇
〓
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初 会 B 与 週末曜 日12:30月 最終初合 18:30

Fl夕に祇世円

大t47nニ エ 生 日政 由 ,拝 ケイ手  登 川昇  由 非長司



萩生回攻 由

菊地  故

卿 田 優

籍  簿

串    [

果 トリフを 2個 採 つたよ ′

3RC合 月例会を凝 して

″ペナー帥 笥を祝 して

3RC合 月例会を記全 して

″べす―帥 笥を記食 して

lXlに つ卜でコ 副亀 日本の食糧 自姶率は40%

tし 日本に輸出 している国がそれを上めれ!ま 日 本は大

至在木不足 その童味で世界の水胸隠は 日 本の報

tあ る。のみならす 世 界の末不足の現実は そ こから

発生する病京国4.rの熊奪 として七日本の周題である。

R十会長は 日―タリーは広報″次 切とヽ まか れた。

例えば 多 痢 ‖の岩婦等 tし これを各クラ7固 憾りでな

く あ る日昭亀からコロまで一景に行うならば 広報的

効果は如何人

カムリーベンクについて。シカゴ エ ツアンス トンの

TA3は  ビ ツァリーヒルズt及 ばね超奈楽住宅仇 そ

の近く木一ルクヽリスの向 宅たカムリーフ＼ンク!ユみすぼら

ししギニに費素であつた。なるほと彼は自分の手より人の

ため 嘆竪留茅常島 に生きた大なのだ と の盛陛を的に

それを買し張 すためのキヤンペーン協力 をお願いしたチ

第である。                   _

ヘリケーンカ トリーヌについて。閑東大濃其に際 しア

メリカの日―タリーは日本政殉i驚 く巨額の支援をして

くれた。救後の極貧時につしヽてt周 瀞と これに対 し日本

は未だめ にしをしてしヽなし、 募食面レカ に庵 札

戦後日本は世界け る復興を送げた。その動 は

四つのテスト、 「皆のためになるかどう力Jと いう日本

古未の績神にあつた。 しか し令の日本には何か力次 けて

いる。それは 「人を足いやる灼 と 「それを実践する勇

気uで はない力、 ゲーテは 「勇気を失 つたら死ただ方が

まし洵 と言つてしヽる。

イOT年 目はこたな周題i考 えようではありませたか ノ

日術 Y25,000(郵 整十Y420.003)

第 夕50地殴″ すヽ― 刺 t協三夫 様

く難 >

日―タリー発祥より 100年  今 後のあるべき会を考

えるには、その発展の歴真を効韓すること力的 。アす

ベイムでステンヘマー会長に楳語 「超致の4ttlを 掲↓ス

リベイベルであるが こ の 7C10年 の標語の中で最t夫

噴らししヽtの である こ の標籍の下 ― 結に 701年 目

の最初のベ ージを書きましょうと言われた。

そして発矛:のマークを示 し そ の トンプに会員増強を

娼げられた。確かに会酔 曽芸は吊善要のテーマである。

何較な ら 皆 _t/tのクラフカ珠 当に業噴らしいtの なら

ば 会 員は増えるは曳 企業な ら売れる と見 つで作つた

勿 坑 れぬなら そ の欠陥を修復するはずである。クラ

フtそ うでなければならなし、 アメ リカでは日一タリー

|こ銃 されて 議 ウ会 長か ?と !コ笥″マにし、 ど んえ惇宵士

;る効をやってしヽる″ウ峡 め手である。

菱呆マークは左に 磯 字率J、 右に 「木Jを 理 してしヽ

る。 駐 婚洋駒 と 「米J とFxlいて 自 分連の事 とは基 じ

なかつたカリ罰違いであつた。,工戸時代に日本人の設亭率

は既に世界一 日 露紋争では一介の水兵に字力就 めると

世界策 かしたネ虫 しか し令や大学で国語の媛業タセ 要

となってしまつた。このようl_nkf~4は 的 1距 であ

ると周時に日本のH題 でiあ る。

考革IL Jtホす ヨ=現多

規瑳洵防委員長 足 立油二郎

多摩CRC会 長 Jtlオ 手彦

″ベナー   刊 ‖伊三夫様

力 すヽ―舗佐 福井  術 様

地日副幹事  中 野 陽一様

力 し―お 二済 球

稲成 RC会 長  秋 山 裕 査

多摩 RC会 長   盛 非 違 磨

◎康

《礎 純 会≫

司会 !多康CRC

,母姿g浜じ多

お容榛ご農膨

草と'下

嬢

□―タリーンレク 「手に手つないで」

ソンクリーダー 多 摩ORC 奇 地  致

(今週の担当 伊 暮ケイ予)


